
別紙様式（Ⅶ）-１ 

  

 

商品名：はじめのグルコサミン 

食品関連事業者に関する基本情報 

 

 

届出者の氏名 

（法人にあっては名称及

び代表者） 

株式会社リフレ 

代表取締役 安野 明子 

届出者の住所 

（法人にあっては主たる

事務所所在地） 

〒362-0035 

埼玉県上尾市仲町 1-7-28 

製造者の氏名（製造所又は

加工所の名称）及び所在地 

※複数ある場合、全てを記

載 

中日本カプセル株式会社 本社工場  

岐阜県大垣市荒尾町 229-2 

中日本カプセル株式会社 養老工場 

岐阜県養老郡養老町一色 1176番地 

消費者対応部局（お客様相

談室等）の連絡先 

（電話番号等） 

リフレ お客様センター 

TEL：0120-22-9299 FAX：0120-37-9299 

メール：order@hc-refre.jp 

情報開示するウェブサイ

トのＵＲＬ 

リフレ ホームページ 

hc-refre.jp/ 

届出事項及び開示情報に

ついての問合せ担当部局 

部 局：商品企画部 

電 話：048-774-4011 



別紙様式（Ⅳ） 

商品名：はじめのグルコサミン 

健康被害の情報収集体制 

健康被害の情報の対応

窓口部署名等 
リフレ オーダーレセプション 

  電話番号 0120-22-9299 

  ファックス番号 0120-37-9299 

  電子メール order@hc-refre.jp 

  その他 特になし 

連絡対応日時 

（曜日、時間等） 
月～土 9：00～21：00/日・祝 9：00～17：30 

その他必要な事項 

特になし 

（組織図及び連絡フローチャートを添付すること） 





別紙様式㸦Ⅶ㸧-１࠙添付ファイル用ࠚ 

作用機序関ࡿࡍ説明資料 

㸯㸬製品概要 

商品ྡ ࢥࣝࢢࡢࡵࡌࡣサ࣑ン 

機能性関成分ྡ ࢥࣝࢢサ࣑ン塩酸塩 

表示ࡼࡋうࡿࡍ

機能性 

本品ࢥࣝࢢࡣサ࣑ン塩酸塩ࡀ含࡚ࢀࡲいࠋࡍࡲ 

を動⭸ࠊࡋࡽを滑ࡋࡤ伸ࡆ曲ࡢ⭸ࠊࡣン塩酸塩࣑サࢥࣝࢢ

ࡁ動ࡢ関節⭸ࠋࡍࡲࡾあࡀ報告ࡿࡆࡽ違和感を和࡞快ࡢ際ࡍ

ᝎࡢࡳあࡿ方適࡚ࡋいࠋࡍࡲ 

 

㸰㸬作用機序 

チン硫酸をࣟࢻンࢥン酸やࣟࣝࣄࠊࡾ一種࡛あࡢノ糖࣑ࡣン࣑サࢥࣝࢢ 

ࡿࡍンを構成࢝ࣜࢢノ࣑サࢥࣜࢢ軟骨ࡿࡍࡵࡌࡣ
1)
ࠊࡣン࣑サࢥࣝࢢわち࡞ࡍࠋ

軟骨ࡢ恒常性を維持ࡿࡍ重要࡞基本成分ࡢ一ࡘ言えࠋࡿ  

加齢㸦軟骨代謝低ୗ㸧ࠊ肥満ࠊࢶ࣮࣏ࢫࠊ労働等ࠊࡾࡼ日常生活࠾い࡚関

節へ負荷ࡀ掛ࢩࢵࢡࠊࡿョンࡢ役割を担う軟骨ࡾࡍࡀ減ࡿ言わ࡚ࢀいࡿ

関節へ࡚ࡋを介࡞歩行ࡣいࡿあࢬササࢡやエࢢニン࣮ࣞࢺࠊ࡚ࡗࡀたࡋࠋ(2

負荷ࡀあࢥࣝࢢࡀࢺࣄࡿサ࣑ンを摂ྲྀࠊࡣࡇࡿࡍ関節軟骨ࡢ維持貢献ࡿࡍ

࡛あࢁういう仮説㸭理論ࡣጇ当性ࡀあࡿ考えࠋࡿࢀࡽ  

軟骨ࡢ分解ࡀ抑制さୖࠊࡣࡇࡿࢀ述ࡢ仮説㸭理論ࡣ別ࡢ付加的࣓࢝ニ

状態࡞健全࡚ࡋ࡞ࡿ掛ࡀ負荷的⥆⥅関節ࠋࡿࢀ示唆さࡀ存在ࡢ࣒ࢬ

ࢹン㸭࣓࢝ࢺ炎症性サࡣࡇそࠊࡀࡿ関節破壊へ至ࡣ最終的ࡿ࡞

エ࣮タ࣮ࠊ軟骨分解性プ࣮ࣟࢸゼࡀ深く関࡚ࡋいࡀࡇࡿ知࡚ࢀࡽいࡿ
2)
ࠋ

軟骨細ࡢ多くࠊࡀࡇࡿ得ࡋ軽減ࡣン࣑サࢥࣝࢢ所謂͆炎症状態͇をࡢࡽࢀࡇ

胞や滑⭷細胞を用いた in vitro研究ࡽ推定さ࡚ࢀいࡿ 2,3)
炎症性サࠊࡤ例えࠋ

ࢹ炎症性࣓ࠊࡾࡼキン-1を用いた細胞刺激ンタ࣮ࣟࡿン࡛あ࢝ࢺ

エ࣮タ 㸦࣮プࣟࢫタࣛࢢンࢪン E2ࠊ一酸化窒素㸧軟骨分解性プ࣮ࣟࢸゼ㸦࣐

ࠊࡀࡿࢀ増強さࡀ産生ࡢ㸧ࡍ略以ୗMMPࠊゼ࣮ࢸタࣟプ࣓ࣟࢫࢡࢵࣜࢺ

 ࠋࡿࢀ軽減࣭抑制さࡣ現象ࡢ記ୖࡿࡍンを添加࣑サࢥࣝࢢ

ࠊࡾ࠾࡚ࡋ抑制効果を示ࡶ研究࡛ࡢin vivoࠊ࡚ࡋ作用ࡢ軟骨へࡢン࣑サࢥࣝࢢ 

ࠋࡿい࡚ࢀ示唆さࡀࡇࡿࡅ掛ࡁ働軟骨成分ࡢ⭸ࡀン࣑サࢥࣝࢢ
3㸧 

 

ࡿい࡚ࡋ前࡛流通ྡࡢ硫酸塩ン塩酸塩࣑サࢥࣝࢢ一般的ࠊࡣン࣑サࢥࣝࢢ

胃内ࡀ硫酸塩ン塩酸塩࣑サࢥࣝࢢࠊࡾあ࡛ࡌྠࡣ薬物動態ࡢ生体内࡛ࠊࡀ

࡚遊離ࢥࣝࢢࠊࡋサ࣑ン࡚ࡋ体内吸さࢀ薬理作用を持ࡀࡇࡘ報告さࢀ

࡚いࠋࡿ
3,4㸧 

 

変形性関節症㸦OA㸧࡛ CTX-II㸦C-terminal telopeptide of type II collagen㸧ࠊࡣ
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ࡿい࡚ࡗ࡞࣮࣮࣐࢝࢜バࡢ軟骨分解ࠊࡾ࠾࡚ࢀࡽ知ࡀࡇࡿ࡞高くࡀ
5㸧
IIࠋ

型ࢤ࣮ࣛࢥンࡣ眼球㸦硝子体㸧を除ࡤࡅ軟骨特異的存在ࡇࡿࡍ
6,7)
生体ࠊ

内࡛ II型ࢤ࣮ࣛࢥンࡣMMPࡾࡼ分解をཷࡇࡿࡅ 8)
ࠊࡿࡍを勘案ࡽࢀࡇࠊ

ձ CTX-IIࡣ軟骨分解ࡢ状況を良く映࡛࣮࣮࣐࢝ࡿࡍあࠊࡾղ ࢥࣝࢢサ࣑ン

࡚ࡗࡼMMP抑制作用ࡿࡍ有ࡀ II型ࢤ࣮ࣛࢥンࡢ分解ࡀ減ࡌたࡀࡇ推察࡛

尿中ࠊたࡲࠋࡿࡁ CTX-IIࣞベࣝࢺࣄࠊࡣ関節ࡢ画像観察所見㸦X線ࡿࡼ⭸関

節ࡢ K-L grade評価㸧ࡶ相関ࡀࡇࡿࡍ報告さ࡚ࢀいࡿ 8)
 ࠋ

 

場合ࡢࢺࣄࠊࡣい࡚ࡘた生物学的利用率ࡲ 1500mgࢥࣝࢢࡢサ࣑ンを経口

摂ྲྀࠊࡿࡍそࡢ一部ࡣ初回通過効果をཷࡢࡢࡶࡿࡅ ࡿ比較的良好࡛あ26%
9)
 ࠋ

安全性ࡀ示唆さࡿࢀ線形性࣭体内動態を示ࡇࡍ
10)
関節滑液中㸦倫血漿中ࠊ

理手技ୖ実施可能࡞⭸関節ࡽ採ྲྀ㸧ࢥࣝࢢࡢサ࣑ンࡢ濃度㸦中央値㸧࠾࠾ࡣ

そࡼ 10µMࣞンࢪ幾ࡢࡘ in vitro機能性評価ࡢ濃度近似ࡇࡿࡍ 11)
報ࡀ

告さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

変形性関節症ࠊࡣ関節炎伴う自発的疼痛腫脹ࠊ腫脹ࡿࡼ動ࡋくさ

や可動域制限ࡀ生ࡿࡌさ࡚ࢀいࠋࡿ軟骨ࡀ消失ࡿࡍあࡿ程度以ୖࡢ荷重刺

激ࡾࡼ疼痛を感ࠊࡌ繰ࡾ返ࠊࡾࡼࡇࡍ徐々ᝏ化࡚ࡋいくࠋ関節炎を繰

可動域ࠊࡾࡇ起ࡀくさࡋ動ࡢࡵ始ࡁ動ࠊࡋ低ୗࡀ疼痛閾値ࠊ࡛ࡇࡍ返ࡾ

制限ࡀ憎ᝏࠋࡍࡲࡋ
12㸧 

維持ࡢ軟骨ࠊࡣン塩酸塩࣑サࢥࣝࢢ
3,8㸧
抗炎症作用ࠊ

2㸧
採用ࠊࡾ࠾࡚ࢀ報告さࡀ

文献㸯ࠊC C da Camara13㸧
ࡇࠊࡾ࠾࡚ࡋ改善有意ࡀ可動域ࡢ⭸ࠊࡣ報告࡛ࡢ

ࡿࡍ改善ࡀ可動域ࡢ⭸ࠊ࡛ࡇࡿࡍ炎症を抑制維持ࡢ軟骨ࠊࡽࡇࡢࡽࢀ

ࠋࡿࢀ示唆さࡀࡇ
 

規格ࡌྠ届出品ࠊࡣン塩酸塩࣑サࢥࣝࢢࡣた試験ࢀュ࣮࡛採用さࣅࣞࠊ࠾࡞

࡛管理さࢀた食品添加物࡛あྠࠊࡾ等性ࡀ担保さ࡚ࢀいࠋࡿ 

 

 以ୖࠊࡽࡇࡢ経口摂ྲྀさࢀたࢥࣝࢢサ࣑ンࡣ関節内へ移行ࠊࡋ軟骨ࣜࢢ

ࡘ軟骨合成を保࡚ࡋ構成因子ࡢン࢝ࣜࢢノ࣑サࢥ
3,8)
࣓࡞抗炎症的ࠊࡶ

ࡀࡳ痛ࠊ軟骨を維持ࡽさࠋࡿࢀࡽ考えࡿ分解を抑えࡢ軟骨ࡾࡼ࣒ࢬニ࢝

抑えࡽえࡿ考えࡽࢀࡇࠋࡿࢀࡽを統合ࡋた結果ࠊ࡚ࡋ関節へࡢ負荷ࡀあࡿ

さ㸧を改善ࡽ滑ࡢࡋࡤ伸ࡆ可動域㸦曲ࡢ⭸ࠊ役立ち維持ࡢ関節軟骨ࡢࢺࣄ

 ࠋࡿ考えࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡆࡽ違和感を和࡞快ࡢ⭸ࠊࡋ
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